
●花火は、町民みんなで育てるイベント

　花火大会は、町の補助金に加え、多くの企業や個人からの協賛、募金によって支えられて

います。協賛は年々増えており、「皆さんに支えられていることを実感しています。」と感謝

を語ります。

──この花火大会は、佐藤副委員長の想いがきっかけと聞いています。
佐藤副委員長　長男と洞爺湖の花火大会を見に行ったとき、息子

が「すごい！」と何度も感動していました。その姿を見て思わず、

「豊浦でも花火を上げてやる。」と言ってしまったんです。

　言った以上は、子どもとの約束を守りたい。そこから多くの仲

間や地域の皆さんに協力していただき、今の花火大会につながっ

ています。

──花火大会は皆さんにとってどのような存在ですか。
金丸実行委員長　町を盛り上げるためには欠かせないイベント

だと思っています。最近では町外から訪れる方も増えています

が、この花火大会は何よりも町内の皆さんに楽しんでもらうた

めに続けています。

　みんなが笑顔になり、「楽しかった」と言ってくれることが、

私たち実行委員にとって何よりの励みです。
金丸実行委員長金丸実行委員長

佐藤副委員長佐藤副委員長

　豊浦町の夏の一大イベント、「とようら大山車夏祭り」と花火大会　豊浦町の夏の一大イベント、「とようら大山車夏祭り」と花火大会

「君の心へ花火」が8月8日（土）に開催されます。「君の心へ花火」が8月8日（土）に開催されます。

　今年で7回目を迎える花火大会は、とようら夏祭り実行委員会の皆　今年で7回目を迎える花火大会は、とようら夏祭り実行委員会の皆

さんの熱い想いで開催が継続されています。さんの熱い想いで開催が継続されています。

　今月は特集として、夏祭り実行委員会委員長の金丸淳さん、副委員　今月は特集として、夏祭り実行委員会委員長の金丸淳さん、副委員

長の佐藤光さん、大山車夏祭り主催の商工会青年部部長、駒井達也さ長の佐藤光さん、大山車夏祭り主催の商工会青年部部長、駒井達也さ

んにお話を聞きました。んにお話を聞きました。

一人の父親の「約束」から始まった花火

町のみんなが笑顔になれる時間をつくりたい

花火にこめた願い、未来へつなぐ花火にこめた願い、未来へつなぐ

花火が上がるたびに聞こ
えてくる歓声を聞くと、
「今年もやってよかった。」
そう心から思います。
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